
FC-Cubicのこれまで

2021年12⽉10⽇
第6回 FC-Cubicオープンシンポジウム

技術研究組合FC-Cubic
篠原和彦
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１．発⾜からこれまで
環境⾯
技術⾯

２．開発した技術の⼀例

３．今後

内容
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2005.4

FC-Cubic
設⽴

NEDO
事業

METI
直轄事業

産総研･固体⾼分⼦形燃料電池
先端基盤研究センター

“FC-Cubic/AIST”

・燃料電池要素材料の現象
をサイエンスにさかのぼって解
析する技術の開発を⽬指す

機関として発⾜

環境問題への対応として、⽔素燃料電池が注
⽬すべき技術で、国として研究を促進するセン
ターが必要となった
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2005.4 2010.4 2015.5

組合
設⽴

FC-Cubic
設⽴

１．発⾜からこれまで（環境）

NEDO
事業受託

NEDO
事業

METI
直轄事業

NEDO
事業受託

技術研究組合FC-Cubic
“TRA FC-Cubic”

⼤学の叡智と産業界
の活⼒を融合

・要素材料特性からMEA内
の現象に技術を発展

・さらに評価・解析技術の展
開を⽬指した

2014年市販開始

市場での情報が⼊るようになり、リアルワールドで
の燃料電池内での現象理解促進が強く求められ
る。
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2005.4 2010.4 2015.5 2020.8

組合
設⽴

FC-Cubic
設⽴

NEDO
事業受託

NEDO
事業

METI
直轄事業

NEDO
事業受託

NEDO
事業受託

技術研究組合FC-Cubic
“TRA FC-Cubic”

⼤学の叡智と産業界
の活⼒を融合

・燃料電池の⽤途拡⼤、特
に⼤型商⽤などに向けた産
業界の技術開発への対応

⽔素社会実現に向けた⽔素の利活⽤のため、燃
料電池の⽤途展開が強く求められ、普及促進のた
めの技術開発が強く求められるフェーズに⼊った。
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2005.4

FC-Cubic
設⽴

産総研･固体⾼分⼦形燃料電池
先端基盤研究センター

“FC-Cubic/AIST”

１．発⾜からこれまで（技術）

NEDO
事業

METI
直轄事業

燃料電池要素材料の現象をサイエンスにさかのぼっ
て解析する技術の開発を⽬指す機関として発⾜

セパレータ

電解質膜
触媒層 触媒層

ガス拡散層
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2005.4

FC-Cubic
設⽴

産総研･固体⾼分⼦形燃料電池
先端基盤研究センター

“FC-Cubic/AIST”

NEDO
事業

METI
直轄事業

特性を⾒る構造を⾒る

物性を⾒る

燃料電池要素材料の現象をサイエンスにさかのぼっ
て解析する技術の開発を⽬指す機関として発⾜

１．発⾜からこれまで（技術） 7 /13

Pt

アイオノマー

カーボン



2005.4

FC-Cubic
設⽴

産総研･固体⾼分⼦形燃料電池
先端基盤研究センター

“FC-Cubic/AIST”

NEDO
事業

METI
直轄事業

構造を⾒る 特性を⾒る

物性を⾒る

燃料電池要素材料の現象をサイエンスにさかのぼっ
て解析する技術の開発を⽬指す機関として発⾜

疎⽔部

⽔を含むプロト
ンチャンネル
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産総研･固体⾼分⼦形燃料
電池

先端基盤研究センター

“FC-Cubic/AIST”
技術研究組合FC-Cubic

“TRA FC-Cubic”

⼤学の叡智と産業界
の活⼒を融合

要素材料特性からMEA内の現象に技術を発展
さらに評価・解析技術の展開を⽬指した

粉砕・混合 塗⼯・乾燥 転写
インク
物性計測

分析 特性計測

性能評価

構造観察

2005.4 2010.4 2015.5 2020.8

組合
設⽴

FC-Cubic
設⽴

NEDO
事業受託

NEDO
事業

METI
直轄事業

NEDO
事業受託

NEDO
事業受託

要素材料の特徴 ↔ MEAの特性
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Shota Katayama and 
Seiho Sugawara 2020 J. 
Electrochem. Soc. 167 
124511

TEC10V30E
LPt = 0.36 mgPt cm-2

80°C, 80%RH 
PO2 = 20 kPa
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要素材料の特徴 ↔ MEAの特性

電解質膜

アイオノマ

酸化物 被毒

触媒層アイオノマ ガス拡散層

MEAの損失の定量解析・性能予測ができるようになった
☆効率的なMEA作製が可能
☆技術開発の優先順位付け

⼤型商⽤⾞等、燃料電池技術の多⽤途展開にむけた
新たな開発材料・構造、劣化現象の解析技術への取

り組みが課題
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３．今後

加速試験（AST）開発
（⾦坂）

触媒劣化メカニズム
（⽚⼭）

・⾛⾏距離、耐久時間、⾞両重量の増加
・運転条件は乗⽤⾞とは⼤きく異なる
・加速試験が必須

⼤型商⽤（多⽤途展開の⼀例）

電解質劣化メカニズム
（⼭⼝）

電解質膜劣化
・薄膜化
・⽳あき

電極触媒劣化
・担体腐⾷、
・触媒溶解、凝集
・構造変化機械的ストレス⇔化学劣化

メソポーラスカーボン
触媒表⾯修飾
形状制御触媒
・・・
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2005.4 2010.4 2015.5 2020.8

組合
設⽴

FC-Cubic
設⽴

３．今後

⼭梨
集約

2023.3
NEDO
事業受託

NEDO
事業

METI
直轄事業

NEDO
事業受託

NEDO
事業受託

⽶倉⼭ 建設予定地（21年10⽉）

オールジャパンの燃料電池研究
開発促進の核となることを⽬指
し、燃料電池評価解析機能を

集約して対応していく

多⽤途展開などFC技術開発の
進展に伴い、新たな課題への対
応のため評価解析機能の拡充

が必須⽔素インフラが貧弱
↓

評価機能の拡充が困難
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2005.4 2010.4 2015.5 2020.8

組合
設⽴

FC-Cubic
設⽴

⼭梨
集約

2023.3
NEDO
事業受託

NEDO
事業

METI
直轄事業

NEDO
事業受託

NEDO
事業受託

⽶倉⼭ 完成予定図（22年9⽉）

オールジャパンの燃料電池研究
開発促進の核となることを⽬指
し、燃料電池評価解析機能を

集約して対応していく

多⽤途展開などFC技術開発の
進展に伴い、新たな課題への対
応のため評価解析機能の拡充

が必須

３．今後 13/13


